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Abstract

Investigations on the swarm of Culex tritaeniorhynchus were carried out in the field in
villages around Nagasaki and Isahaya Cities during from early spring through late autumn
in 1965 and 1966. The swarms were ellipsoid, typically about 0.7×1.0-1.5m, in shape,

and formed in the air at about 1.5m height, usually obliquely and sometimes right above
the swells of grasses or shrubs; frequently by the dry ice traps; and sometimes under the
eaves of animal sheds as shown in Figs.1 and 2. A swarm started usually at about sun-
set and progressed through an increasing phase for 10 minutes, to a prosperous phase for
some15 minutes when the swarm contained one to two hundred males, and through a
decreasing phase for some ten minutes they disappeared as shown in Fig.3. The
starting time of the swarm was roughly parallel with the sunset time during the periods
from April to June and after mid-October, while in from July to September the starting
time became late by 10 to 15 minutes (Fig.4). When compared the seasonal prevalence

of the population density in the swarms (males) which were found within a definite area
and that of females which were found in a pig-shed, it was found that: In May and April,
hibernated females were only found; from the end of April through the end of August the
two prevalence curves passed over roughly in parallel; while, on September a sudden and
great fall in the density of females took place and thereafter, in spite of near absence of
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females, the males continued to swarm till the beginning of November (Fig.5). The
female rate to the total number of mosquitoes found in the typical swarm usually formed
in the field was roughly 2.3% in an average and 9.1% in a maximal case. The rate was
as high as 14.3% for average and 25.7% for maximumin the swarm formed by the dry
ice traps probably owing to the joining to the swarm of the females which were attracted
to CO2 gas. The rate was intermediate between the above two in the case of the swarm
formed under the eaves of animal-sheds. Seasonally, the rate was higher during the active
feeding season of the mosquito than in those days when females had entered hibernation.
During the process of swarming, the rate became higher in the decreasing phase owing
to the gradual disappearing of males (Table 1). The swarm was formed at down, though
for a shorter period and in a smaller scale than those formed in the evening. Within the
swarmof this mosquito, mosquitoes of seven other species were found in a rare cases and
in a very small numbers. The swarming of C. tritaeniorhynchus is considered to be closely
related to the mating as mating is very frequently observed within the swarm.
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群飛の調査をおこなったところは，長崎市あるいは

読早市近郊の，農村地帯の数部落で，各部落付近の小

高い山の麓や谷あいの，石垣や土手で築かれた階段状

の水田が多く，山麓や土手，道路がわに撞木やススキな

どの植物の群生しているような場所を選んだ．このよ

うな場所で，＿日没前から暗し黒になるまでのあいだに，

コガタアカイエカの群飛を探し，それが発見された場

合には，その地点の特徴，群飛出現の時刻とその持続

時間，一定地域内にみられる群飛の数，および群飛を

構成する合の概数とそ町中の♀の概数などについて観

察調査した・また，必要に応じて群飛中の蚊を捕虫網

ですくい採り，実験室にもち帰って♀葛の数を算定し

た・

調　査．結　果

コガタアカイエカの群飛が普通に見られる場所を，

傾式的に第1図に示し，その実例として，実際に群飛

が観察された場所の写真を欝2図に示した．これらの

因から明らかなように，周囲よりもー段と高まった，

突出物の近くで群飛が多く観察された．例えば，草生

え中の高い草株，平らな路面に接したイネ列の盛り上

がり，1～1・3椚程度の高さの藤木，溝わきの草むらな

どの上または斜め上方，家畜舎の軒先，などのような

自然環境下でみられるのが普通であるが，時には水田

わきに設置したドライアイストラップのような，一時

的人工的構造物の斜め上方などでみられることもある・

群飛は一般に，地上から約1．5別の空間に，ほぼ0・7x

l．0～1・3椚の楕円体（仮りにこれを群飛放と呼ぶ）とし

て観察されることが多い．時に，数個から10数個くら

いの群飛体が横に1列に並んで，非常に細長い1つの

群飛体群が形成されることもある．群飛体中の蚊は，

頭を風上に向けた姿勢で，しばらく静止に近い状態に

見えたり，群飛体内を前後，上下に飛び続けたりする・

緒　　　　　　　昌

日本脳炎の主伝搬蛇であるコガタアカイエカCvtgガ

Jrtta肌融和那加sの生態を明らかにする（とは，本病の

疫学を解明する上に必要欠くべからざることである．

この蚊の生態のうちで，群飛に関する研究は，本種の生

清史を痙解し，あるいは実験室内での交尾条件を設定

するに当って極めて重要であるにかかわらず，いまま

でほとんど全くなされていなかった，著者らは，1粥岳

年および1粥時の早春から晩秋まで，長崎，諌早両市

近郊の数部落において，本種の群飛についての調査を

おこなったので報告する・

調　査　方　法
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Fig・1．Si十eswhereswarmso王仇lex

tritaeni0r毎nChusareusual1yf0und，natural1y
（A）orwhendryicetraPSareSet（B）・

Circles represent thesitesof the swarm・

無風のときの蚊の向きは，その辺り・の群飛の成立に対

して刺戟的要因となったと思われる物体への方向であ

る・強い凪が吹いたり，観察者が近よったりすると，

群飛体は多少移動したり，一時的に変形あるいは消滅

したりする．

群飛体の形成は／はじめ5～1帽体の杏に始まり，

約10分間のうちに段階的に増加し（増加期），普通には

100～200個体くらいの集団となって13分間くらい持続

する（最盛期）．次の約1o分間には段階的に時少し，（減

少期），開始から30～40分で解散する・このよぅな群飛

体の合の密度の変化について，盛夏に観察した1例を

帯3図に示す・照度が約180Luxの頃から群飛が形

成され始め，01uxになってから約13分後に消滅し

たが，次に述べるように，群飛体の形成と照度との関

係は季節によってちがっている・最初の群飛がみられ

た4月下旬から，最後の11月下旬までの間の，群飛体

の出現時刻由季節的変化を第4図に示す・この図から

明らかなように，出現時刻は，季節的な日没時刻の変
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Fig．3・Transi七i0ninthePOPulation density of

the swarm0f Culex tritaeni0rhynCkus observed

in an evenlngln Summer．

化と，大体においては平行的であるが，厳密にいえば，

季節によって，ある傾向の歪みが出てくる．例えば，

開始時刻についてみると，4月下旬－6月中旬には日．

没前後であったものが，次第に遅くなり，ワ～9月の

高温の時期には日没後約10～13分となり，10月に入る

とまた次第に早くなって，年によって多少ちがうが，

10月中旬以降には再び日没時刻頃となる・

一定地域内でみられる，群飛体の数と各群飛体の構

成琶数とから，杏個体群の密度を推定して，定期的に

観察を続ければ，その地域内の合の個体群密度の，季

節的消長を知ることができる．これと，一定方法によ

って豚舎で夜間採集して得られる♀個体群の，季節的

消長とを比較してみることは，生態学的に必要かつ興

味あることだと思われたので，19らら年3月から且津部

落のA地で，豚舎での採集と，群飛が出現し始めてか

らは群飛の観察とを続けたが，8月上旬からはやむを

得ない事情のために，群飛の観察をB地で続けた・そ

の調査結果は罪5図に示す通りである・越年♀成虫の

活動は3月中旬からみられて4月下旬に及ぶが，この

間苫の群飛は勿論まったく観察されない・越年♀の活

動が衰え新生成虫の羽化が始まる4月下旬ごろから，

極く密度の低い含の群飛が見られ始め，その後，新生

♀成虫の増加とほぼ平行的に，群飛告の個体数も増加

し，り月には♀合共に盛んな活動がみられる・♀では，

8月に入ると減少の傾向が現われ始め，9月になると

極度に少なくなり，10月には殆んど全く採集されなく

なる．これに対して合は，9月上旬どろまで盛んに活

動し，その後個体数は減少するが，11月上旬までかな

りの程度に活動して㌧、ることがわかる・このように，恐

らく多くの♀が越年に入ると思われる9月上旬以乱

なお2箇月ものあいだ合の群飛が続けられることは，

まことに興味のあることである・

若干の群飛体について，群形成過程上の各期に，群

飛中の一定個体群を採集して♀合を算定した．その成

績を，♀合共に活動の盛んな6～8月，合は依然活発だ

が♀の多くが越年に入るであろう9月，および合の数

も減少しつつ群飛終息に至る10月以降，の3挙に分け

て集計すると第1表の通りである・この表ではまた，

野外で普通にみられる定形的な群飛と，♀を誘引する

ためのドライアイストラップの近くに生じる群飛と，

畜舎の近くでみられる群飛とに分けて表示した．ここ1

で注意を要することは，第4図からも判るように，群純

の観察は多数回おこなったが，♀古の割合をみるため

の採集回数は，場所や時期によってまちまちで，非常

■に少なかったこともあるので，この裏から正確な群飛
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Fig. 2. Pictures showing swarming sites (indicated by x ) of Cul>x tritaeniorhyncuus

行動の分析をおこなうのは困難だということである．

しかし大体の傾向はうかがい得るように思われる．帯

1表から判るように，季節的にみると，定形的群飛で

は，♀の比率が9月に特に高くて10月以後は特に低い

が，蚊最盛期のワ，8月は採集回数をふやせば♀がも

っと高率に見られたのではないかと思われる．ドライ

アイス付近では5～7月に断然高く，、9月にやや減少

して10月以降には非常に少なくなる・定形的群飛にく

らべ全体として非常に高いが，これは♀が既にドライ

アイスに誘引されてきていることが原因であろう・畜二

舎の軒先での場合は3～7月にし申採集がなされてい

ないが，普通形の場合よりも高くメ♀が畜舎に誘引さ
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Fig．4．　SeasonalChangein the swarmlng time of Cわ厄tritaeniolfiO／nChus observed

around NagasakiandIsahayaCitiesin1965and1966．S01idCurVedline shO）WS the

time0fsunset；dotted。ne the time0fbec0mlng Zer0Luxinlightintensity・VertiCa1

1ine shows the durati0ninminutes0王swarmlng，thepeakinits activity being shown

〕　　　　　　　　by an circle0n theline．

Fig．3・Seas0nalChangein the number0f males

q・t the Pr0SPerOuS Phase ofthe swarm eachin

A and B sitesinIoaizu VillageIin comParis0n

With the changein that offemales c011ected

ataPlg－Shed near A site・　　．

．　：Densif・yln叩mder　0f male swarm at－A
Site・一‾：The same at B site・．．・‥・：Number

。f females c011eCtedat a Plg－Shed・

れることと関係があるように思われる．次に，群飛構

成の増加・最盛・減少の各期別に比率をみると，定形

的群飛では減少期に特に高い・これはこの期に古が資

を消していくことや，♀の吸血活動が活発になり始め

ることと関係があるように思われる・ドライアイスト

ラップでは多くの場合，先づ令の群飛が生じ引き続い

て♀のCO2への誘引飛来があるので，群飛中の♀の割

合は高く．常に定形的な群飛でよりも高率になるのだ

が，飛来する♀はトラップによって逐次採集されてい

くので，減少期における比率の高まりが特に著しくは

現われないのであろう・畜舎近くでの場合は，合の群飛

が始まる頃，すでに畜舎内にいた♀が外へ飛び出して

くるのでこの頃特に♀が高率に，また減少期の頃に♀

が吸血活動を始めるので再び高くなるのではないかと

思われる．以上を要するに，♀がCO旦や動物に誘引さ

れるような場所における群飛では，定形的な野外での
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Tabell，　　　Femalerates atthe threephases0ftheswarm0fCulexiritaeniorhynChuS

observedunder different conditi0nSin196S and1966．

Pr0SPerOuS

TypICalswarms at field

Decreasing

ⅣolⅣ0

宣・ほ
％　♀
to

Tot乱1

Swarms neardrylCetraPS　　　　　　　　　（

Swarms near anima，l・Sheds

群飛のものよりも♀の比率が高くなり季節的には蚊の

発生が減衰しない時期に♀率は高く，時間的には群飛

の減少期に♀率が高くなることがわかる．

以上は，夕方にみられる群飛についてであるが，夜

明け頃にも，本程の群飛が形成されることを確かめ得

たので，ここに付言すると，1963年9月2日と196も年

9月13日とに，各前日の夕方にかなり盛んな群飛のみ

られた地点で，日の出前約30分から，12～15分間にわ

たる短時間の，規模の小さい群飛が観察され，数回の

蚊の群飛については古くから観察がなされているが，

その意義についての見解は必ずしも－一致していない。

その一つは，合の群飛が交尾とは無関係だとする考え

であって，例えばMielsen＆Greve（I9S0）はAedis

ca血s，』e．c抑mv扇s，凸壷∬　♪車te花sなどについて，

またNielsen＆　Nielsen（19S3）はAedcS taemOl・4叩・

c鳥vs　についての観察から，結局，群飛はそれ自体を

目的とする消耗的な行動の1種であると結論している．

これに対していま1つの考えは，合の群飛は交尾と密

接な関係があるとするものであって，多くの研究者に

よって支持されている，より一般的な見解である．

．仇ttseta　古郡r帽afa　のように全く群飛を形成しない種類

もある（RemPel，1953）ので，蚊の交尾が例外なしに㌢

交尾も認められた．

コガタアカイエカの群飛には，キンイロヤプカ加鹿s

v路‘vZs，シナハマダラカ　血中鮎te．r s如乃需s，オオタ

ロヤプカ　』rmヱgerβs s‡‘占a路地s，アカイエカ　Cvte∬

函症耶如馳叫　コガタクロウスカC・点り闇月滋，シロ

ハシイエカC．vt．～血vt，アシマダラヌマカ　肋旧O扇a

画浄血s　などの別種の蚊や，ユスリカなどの混入し

ていることがあるが，そのような例は比較的稀で，ま

たその個体数も非常に少ない．

の群飛と関連して起るとする（Bates，194ウ）のはゆき

すぎかもしれないが，少なくともある種の奴では，今

の群飛中での交尾が観察されているので，群飛と交尾

とが全く無関係だとする考えもゆきすぎであろう．

著者らが観察したコガタアカイエカの場合には，合

の群飛中で，♀との交尾個体がかなり屡々観察される

事実と，累代飼育の少なくとも初期には，合の群飛形

成に充分と考えられるかなり大きな篭を用いなければ，

♀の受精率が控とんど0である事実などから，合の群

飛は交尾と密接な関係にあると考えられる．

合の群飛形成に・刺戟的に働く物体（Sarmmarker）

が在在するという点では，いづれの研究者の報告にお

いても一致している．Downed（1958）は更に合のみ
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論　　　　　　議



摘要

1. 1965, 1966年の早春から晩秋にかけて,長崎・諫早

両市近郊の,数部落の水田地帯で,コガタアカイエカ

の群飛についての観察調査をおこなった.

2.たけの高い草株,石垣,灌木,畜舎の軒先,水田わ

きに設置したドライアイストラップなどのように,周

囲から一段と高く突出した物体の上または斜め上に,

地上約1.5mの空間に,0.7×1.0～1.5mの楕円体とし

て群飛の形成されることが多い.

3.群飛は,一般に5-10個体に始まり,以後約10分間

の段階的に増加する増加期,ふつう約100～200個体か

らなる15分間くらいの最盛期,約10分間の段階的な数

の減少を示す減少期を経て解散に至る.

4.群飛が,最初にみられた4月下旬から,最後にみられ

た11月下旬までを通じて,群飛の開始時刻は,大体に

おいては日没時刻の季節的変化と平行的であるが,季

節による歪みもみられる.すなわち,4～6月には群

飛は日没頃に始まるが,7～9月には10～15分も遅く

始まり,10月中旬以降は再び日没頃に開始される.

5.一定方法で観察した群飛の,♂の個体群密度の季節

的消長と,豚舎で定期的に採集した♀のそれとを比較

すると,3～4月には越年♀だけが採集され,4月末新

生成虫の発生以後は,♂と♀とはほぼ平行的に消長す

るが,9月に入ると♀は急激に減少しほとんど採れな

くなる.しかし♂は9月にはなお盛んに活動しており,

10月においてさえかなり活動して11月上旬まで続く.

♀が越年に入ると思われる9月上旬以後,♂の群飛が

なお11月上旬まで続いて観察されることは極めて興味

のあることである.

6.群飛中に見出だされる♀の割合については,時期に

より場所によって調査回数がまちまちであり非常に少

ない場合もあるので,決定的な結論は下し得ないが,定

期的な野外での群飛の場合には,最高9.1%,平均的

には約2.3%であるが,♀を誘引するために設置した

ドライアイストラップ付近でのものでは最高25.7%,

平均的には約14.3%と非常に高い.畜舎付近でみられ

るものでは,♀の比率がそれらあ中間にくる.季節的

にみると,蚊の発生が盛んな時期に高く,10月以後は

極めて低くなる.時間的には,群飛の減少期に特に高

くなる傾向がみられる.

7.朝方,日の出前約30分から,12～15分位のあいだ,

小規模で継続時間の短かい群飛の生じることを確認し

た.

8.本種の群飛中には,他の7種の蚊が採集されたが,そ

のような例は比較的稀であり,個体数も極めて少ない.
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でなく♀もSwarm markerに誘引され，従って群飛中

で♀．今がより能率的に交尾するであろうと考えた．♀

の群飛はH0Cking（1953）によってACdksbunCtOrに

ぉいて観察され，著者らもコガタアカイエカの♀が，

地面から突出したススキや観察者の近くで群飛行動を

することを屡々みているので，Downed（1958）tDい

う現象は，かなり一般的なのかもしれない，

ここで興味あることには，群飛中の♀今の割合が，

蚊の種類によってかなり異っていることで．Omori

（1954）の観察によれば，♀合の割合は，アカイエカ

では約1％であゃ，，アカイエカ群飛中に混入したコガ

タアカイエカでは今よりも♀の方が多く，また著者ら

の観察したコガタアカイエカでは，季節的に多少の変

動はあるが，平均約8％と，アカイエカの場合よりも

明らかに高い・両種のこの率の差は，Swarm marker

に対する♀の誘引される程度にもとづくものかもしれ

ないが，この点については更に今後の研究が必要であ

ろう・


